
 

 

 

 

 

 

               
 

              

 
    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブル等開始年齢 19.5歳 

ギャンブル等問題化年齢 27.4歳 

借金総額 570.4万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャンブル障害の診断基準 

 
Ａ 以下の持続的に繰り返す問題のあるギャン

ブル行動が12ヶ月のうちに4個以上出現す

る。 

 １ 望むような興奮を得るために掛け金を増

額したギャンブルが必要になる 

 ２ ギャンブルを切り上げたり、やめたりす

ると落ち着かなったり、いらいらする 

 ３ ギャンブルを控えよう、減らそう、やめ

ようと努力を繰り返したが成功していな

い 

 ４ ギャンブルにとらわれている(過去のギャ

ンブルを生き生きと思い浮かべたり、次

のギャンブルのハンディ付けや計画を考

えたり、ギャンブルの資金を得る方法を

考えるなど、いつもギャンブルのことを

考えている) 

 ５ 苦痛な気分(無力感、罪悪感、不安、抑う

つ)のときギャンブルをすることがよくあ

る。 

 ６ ギャンブルの負けを別の日に取り返そう

とすることがよくある(負けた金の“深追

い”をする) 

 ７ ギャンブルに熱中している程度を隠そう

と嘘をつく 

 ８ ギャンブルのために重要な人間関係、仕

事、教育または職業上のチャンスを危険

にさらしたり、失ったりしたことがある 

 ９ ギャンブルが原因の絶望的な経済状況を

救済する金を出して欲しいと他人に頼る 

Ｂ 以上のギャンブル行動は躁病エピソードで

は説明されえない。 

軽 度：4～5項目が該当 

中等度：6～7項目が該当 

重 度：8～9項目が該当 

〔DSM-5のGambling Disorderから抜粋し、田辺 等 訳〕 

 

ギャンブル等にのめり込むことにより 

【ギャンブル等依存症になった大学生の体験談】 

 大学生になり、何の気なしに始めたのがパチンコ

です。最初は気晴らし程度の金額でしたが、次第に

やめられなくなり、あっという間にコントロールを

失ってしまいました。小遣いやバイト代は全てパチ

ンコに消え、やがて友達にも借金をしました。親に

も何度も借金の肩代わりをしてもらい、「二度とパ

チンコはやらない」と誓約書を書きましたが、再び

パチンコに行くという悪循環から抜け出せなくなっ

ていました。 

 自分の人生を一変させてしまうギャンブル。手を

出すことは簡単ですが、一度依存症になると回復ま

での道は決してたやすくはなく、沢山のものを失い

ます。（K） 

誘われるなどして 

ギャンブル等を始め、 

楽しむ 

だんだん物足りなくなる 

のめり込んで 

コントロールできなくなる 

生活面で問題が起こっても

やめられなくなる 

「知ろう！ギャンブル依存症」より抜粋 発行：ギャンブル依存症を考える会 

 

ギャンブル等にのめり込んでしまうのは、行動をコ

ントロールしている脳がうまく機能しなくなるからで

す。自分では脳の変化に気づくことができず、ギャン

ブル等を止めたいと思ってもいつの間にか自分の意思

では止めることができなくなってしまいます。 

 

のめり込みの入り口はすぐそこ 

ギャンブル等にのめり込み治療に訪れる人は、20

歳頃からギャンブルを開始し、10年もたたないうち

に借金などの問題が生じています。 

2013年３月～６月に（独）国立病院機構久里浜医療センターを受診したギャンブ

ル等依存症者のうち、外来での認知行動療法を受けた113名（男性104名、女性９

名、初診時年齢は平均39.3歳）  （独）国立病院機構久里浜医療センター提供 

問題化するプロセス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

    

 

    

    

  

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回復を目指すには？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○北海道立精神保健福祉センター 
〒003-0027   

札幌市白石区本通16丁目北６番34番 

☎（011）864-7121 

○お住まいの地域を担当する保健所 

○札幌こころのセンター 
〒060-0042         

札幌市中央区大通西19丁目WEST19 4階 

☎（011）622-0556 
ｑ  に問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和○年○月 

 

北海道保健福祉部福祉局 

障がい者保健福祉課 

知っていますか？ 

ギャンブル等依存症 

○自助グループ 

 当事者が自分たちの回復のために、当事者同士でお

互いに助け合い、サポートしあうグループ活動です。 

 ギャンブル等を止めるには、自助グループに通うこ

とは大きな支えになります。世界的なGA（ギャンブラ

ーズアノニマス）等があります。 

○家族の会 

 ギャンブル等依存症は本人だけでなく、家庭の精神

的、身体的健康も知らず知らずのうちにむしばんでい

きます。 

 家族の会は、家族が互いに話をしたり、情報を交換す

ることで、つらい時期をのりきる支えになっています。

ギャマノン等のグループがあります。 

○回復支援施設 

 アルコール・薬物・ギャンブルを必要としない生活が

できるよう、共同生活を通じた規律ある生活を送り、社

会復帰を目ざす宿泊型自立訓練施設です。 

 

 

ギャンブル等依存症とは？ 

 依存症とは、ある特定の物質や行為を「やめたくても、

やめられない」状態を言います。ギャンブル依存症は、

ギャンブルに没頭することで、快感が得られたり不快な

気分から逃れる事ができ、それが習慣化するうちコント

ロールができなくなった状態です。パチンコなどの遊技

も含めて言う場合には、「ギャンブル等依存症」と言い

ます。ギャンブル依存症は、WHOや米国の学会からも

病気と認められています。ギャンブル依存症になると、

借金等の経済的問題・健康問題・法的問題などで、本人

や家族の生活に困りごとが生じることがあります。 

ギャンブル等依存症になると 

どんな問題があるの？ 

健康の問題 

・睡眠や食事が 

おろそかになる 

・性格の変化 

・自殺を 

考えるようになる 

・体力が低下する 

生活の問題 

・学校に遅刻する 

・学校やアルバイトを 

休みがちになる 

・成績が低下する 

・留年・退学になること

がある 

・失業・借金 

 

札幌市以外の方 

札幌市民の方 

家庭の問題 

・家族の 

健康状態の悪化 

・嘘をついて 

家族との関係が悪化 

・家族関係の崩壊 

友達との人間関係の問題 

・友人関係が悪化する 

・友達が離れていき、孤立する 

上記グループ等の詳細や依存症相談は 

 

参考：修正前 


